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左右大脳半球の機能的な非対称性を明らかにするこ
とは，心理学における古くからの研究課題の１つであ
る。言語機能に関しては，右利き者の大部分が左半球
に側性化されていることがよく知られており，300 名
以上の健常者の言語性優位半球を機能性経頭蓋ドプラ
により検討した Knecht et al. （2000）によると，強い
右利きを示す実験参加者のうち，言語性優位半球が
右半球であったのはわずか４％であった。一方，顔
の認知と大脳半球機能とのかかわりについて着目す
ると，顔刺激に対する視野優位性について検討した
行動研究（Levine, Banich, & Koch-Weser, 1984, 1988, Rhodes, 
1985, Sergent & Bindra, 1981），脳梁離断術を受けた分離
脳患者を対象とした神経心理学的研究（Gazzaniga, 1989, 
Gazzaniga & Smylie, 1983, Levy, Trevarthen, & Sperry, 1972），
顔に特異的な視覚対象認知障害を示す相貌失認患者の
病巣研究（De Renzi, 1986），機能的磁気共鳴画像（functional 

magnetic resonance imaging, fMRI）や事象関連電位（event-
related potential, ERP）を利用して顔の認知を支える神経
基盤について検討した脳機能研究（Bentin, Allison, Puce, 
Perez, & McCarthy, 1996, Verosky & Turk-Browne, 2012, Yovel, 
Levy, Grabowecky, & Paller, 2003, Yovel, Tambini, & Brandman, 
2008）のいずれにおいても，ほとんどのケースで，顔
の認知では右半球機能が優勢であることを支持する結
果が得られている。

たとえば，Levy et al. （1972）は，視覚対象認知の半
球優位性について検討するために，４名の分離脳患者
を対象に , ２つの異なる視覚刺激の左半分または右半
分を合成して作成したキメラ刺激を用いた一連の実験
を実施した。顔や具体物線画などさまざまな種類の視
覚刺激を用いて合成したキメラ刺激をタキストスコー
プにより瞬間呈示し，机の上に置いた比較刺激のなか
から同じものを選ばせたところ，すべての視覚刺激に
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顔の認知は右利き者においてほぼ一貫して右大脳半球に側性化されるのに対し，左利き者ではそのよ
うな半球優位性が生じないことがいくつかの研究から示されている。本研究は，右利き者と左利き者の
顔特異的な事象関連電位成分（N170）の特徴を多角的に吟味することを通して，顔の初期の知覚過程や，
それに対する半球優位性に及ぼす利き手の影響について検討することを目的とした。19 名の右利き者
と 16 名の左利き者を対象に，正立または倒立の顔と時計を呈示した事態での脳波を測定し，各刺激に
対する N170 の利き手による差異について検討をおこなった。その結果，N170 振幅に関して，顔条件
では群間差が認められなかったものの，時計条件では左利き者の N170 振幅が右利き者より有意に増大
し，これにより，左利き者の N170 顔特異性効果が右利き者と比べて有意に減衰した。また，倒立顔条
件で，右利き者では N170 の右半球優位性が増大したが，左利き者ではこうした傾向が認められなかっ
た。これらの結果から，N170 が反映する初期の知覚過程の顔に対する選択性や，倒立顔の認知を支え
る２つの大脳半球機能のかかわりが利き手によって異なっていることが示唆された。
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対して，患者の左視野に位置するものと同一の比較刺
激が選択される傾向が観察され，特に，顔の場合にこ
の傾向が顕著であった。同様に，健常者においても，
顔の認知では左視野優位性がほぼ一貫して認められる
ことが，左右の視野に顔刺激を一側呈示したり，キメ
ラ顔を使用して，顔の認知の視野優位性について検討
した多くの研究から報告されている（Rhodes, 1985 など）。
視野と，そこにある視覚情報が入力される大脳半球は
左右が逆転しており，左視野の視覚情報は右半球，右
視野の視覚情報は左半球にそれぞれ投射される。顔を
呈示したときの左視野優位性を示すこれらの結果は，
顔の認知においては右半球機能が優位にかかわってい
ることを示唆している。

Yovel et al. （2008）は，顔の認知の右半球優位性に
ついて詳細に検討するために，顔の認知との関係が想
定されている３つの脳領域（紡錘状回，外側後頭領域，上
側頭溝領域）のそれぞれに関して，顔に特異的な賦活を
示す部位の大きさ（体積）を fMRI により測定し，こ
れらについて左右の半球間で比較した。その結果，右
紡錘状回または右外側後頭領域の顔特異的な賦活部位
は，左紡錘状回または左外側後頭領域と比べて有意に
大きく，上側頭溝領域に関しては，右半球のみで顔特
異的な賦活が認められた。また，顔の認知に対する紡
錘状回の右半球優位性の強さが行動課題における左視
野優位性の強さと有意に相関したことから，顔の認知
に対する左右紡錘状回の機能的非対称性が，顔の認知
の左視野優位性を発現させる神経基盤に関与している
ことが推測された。

以上のように，顔の認知に対する右半球の機能的優
位性はさまざまな研究手法を通して一貫して認められ
ており，高い再現性をもつ現象と言えそうである。た
だ，顔の認知の右半球優位性について報告した先行研
究のほとんどが，右利きの実験参加者から得たデータ
をもとにしているため，当該現象をすべての対象者に
一般化する際には注意が必要である。なぜなら，言語
機能の半球優位性に利き手が影響を及ぼすことからわ
かるように（Knecht et al., 2000），顔の認知に対する大
脳半球の機能側性化についても，左利き者では右利き
者とは異なる特徴を有している可能性があるからであ
る。この点に関して，Bukowski, Dricot, Hanseeuw, 
& Rossion （2013）やWillems, Peelen, & Hagoort （2010）

は，顔の認知と関連した紡錘状回の賦活状態を右利き
者と左利き者とで比較検討したところ，右利き者では
先行研究と同様に右半球優位の結果が得られたが，こ
れとは対照的に，左利き者では紡錘状回の顔の認知

に対する右半球優位性が確認されなかった。Frässle, 
Krach, Paulus, & Jansen （2016）によれば，左利き者
における紡錘状回のこのような右半球優位性の欠如は，
左利き者では顔の認知に対する左紡錘状回の関与が右
利き者に比べて大きいことがかかわっているとみられ
る。

他方，紡錘状回が発生源の１つとされる（Bentin, et 
al. 1996）ERP 成分（N170）のふるまいについても利き
手による影響が生じるとする報告がある（Dundas, Plaut, 
& Behrmann, 2015, Fukuda & Watanabe, 2001）。N170 は刺激
呈示から約 170ms 後をピークとして側頭後頭領域に
出現する陰性成分である。顔を呈示したときに顔以外
の視覚刺激を呈示したときと比べて振幅が大きくなる
ことから，顔特異的 ERP と呼ばれており，顔の形態
表象の構築過程（構造的符号化過程，Bruce & Young, 1986）

との関連性が指摘されている（Bentin, et al. 1996, Eimer, 
2000 など）。N170 は右利き者において右半球優位に出
現するが（Bentin, et al. 1996, Yovel et al., 2003），Dundas et 
al. （2015）は，N170 のこのような半球非対称性に対す
る利き手の影響について検討するために，24 名ずつ
の右利き者と左利き者を対象に，左右いずれかの視野
に顔または単語を一側呈示したときの各実験参加者の
脳波を測定した。その結果，右利き者では先行研究と
同様に，顔を呈示したときに右半球優位に側頭後頭領
域に N170 が出現したのに対し，左利き者では顔に対
する N170 の右半球優位性が観察されなかった。さら
に，N170 の右半球優位性は，右利きの強さと関係す
るだけでなく，言語機能の左半球への側性化の程度と
かかわりをもつことが示唆された。同様に，Fukuda 
& Watanabe （2001）においても，左利き者では N170
の右半球優位性が失われることが示されている。

ただ，N170 の半球優位性に対する利き手の影響に
ついて検討したこれらの研究では，顔を呈示したと
きと顔以外の一般対象を呈示したときの N170 の比較
がおこなわれていないため，これらの比較によって
あらわされる N170 の顔特異性効果やその半球優位性
に，利き手がどのように影響するのかといった点に
ついては明らかでない。あわせて，顔を倒立呈示す
ると N170 の振幅増大や潜時の遅延が生じる顔倒立効
果が生起するが（Bentin, et al. 1996, Eimer, 2000, De Haan, 
Pascalis, & Johson, 2002），N170 の顔倒立効果やその半球
優位性に対する利き手の影響についてもこれまでのと
ころ未検討である。そこで，本研究は，右利きと左利
きの健常者を対象に，正立または倒立の顔と時計に対
する各実験参加者の脳波を測定し，顔刺激に対する
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N170 の振幅や潜時に加えて，N170 の顔特異性効果や
顔倒立効果に与える利き手の効果について検討するこ
とを目的とした。そして，N170 が反映する顔の初期
の知覚過程や，それに対する大脳半球機能の非対称性
に利き手がどう影響を及ぼすのかについて再検討をお
こなった。

方　法

実験参加者　健常な視力および矯正視力を有する
19 名の右利き大学生（男性８名，女性 11 名，平均 21.3 ±
1.1 歳）と 16 名の左利き大学生（男性９名，女性７名，平
均 20.5 ± 0.9 歳）を実験参加者とした。各実験参加者の
利き手の強さをエジンバラ利き手検査（Olfield, 1971）

により測定したところ，右利き群の平均利き手指数
は 92.6 ± 11.3，左利き群の平均利き手指数は -74.9 ±
26.4 であった。
刺激　実験参加者にとって未知の 64 名の男女大学

生（男性 32 名，女性 32 名）の正立及び倒立の真顔画像各
64 枚，正立及び倒立の掛け時計の画像各 64 枚を本試
行用の刺激として用いた。すべての刺激は白黒画像で，
縦長の楕円形の枠内に呈示した。また，男性１名の正
立及び倒立の真顔画像各１枚と，正立及び倒立の掛け
時計の画像各１枚を練習試行で使用した。
装置　刺激呈示と反応入力のためにノートパソコ

ン（Panasonic，CP-B10）と 17 インチの液晶ディスプレ
イ（三菱電機，RD17135），外部スイッチ（NoruPuro Light 
Systems）を使用した。また，課題遂行中の脳波の測定
に，デジタル脳波計（Polymate II AP216，TEAC）と，刺
激呈示用とは別のノートパソコン（Panasonic，CP-B10）

を用いた。
手続き　正立または倒立の顔または時計を標的刺

激とする４つの標的検出課題を実施した。各試行で
は，黒色背景の中央に標的または非標的刺激（いずれ
も視角 10.5°× 7.7°）を 500ms 呈示し，標的刺激に対し
できるだけ速く外部スイッチを押すよう教示した。標
的または非標的刺激の呈示後，黒色のブランク画面を
1500ms から前後 20％の揺れをもって呈示し，次の試
行に進んだ。実験参加者の観察距離は約 60cm であっ
た。4 つの標的検出課題の試行数はおのおの 64 試行
（32 試行が標的刺激が呈示される go 試行，残りの 32 試行が非
標的刺激が呈示される nogo 試行）で，これらの試行はラン
ダムに呈示された。各課題の実施順序も実験参加者間
でランダムであった。課題の実施に先立ち , ４試行か
らなる練習試行をおこなった。
脳波の測定　両耳朶を基準として頭皮上の９部位

（国際 10-20 法による F7，F8，T5，T6，O1，O2，Fz，Cz，
Pz）から脳波を記録した。生体アースは前額部中央に
装着した。サンプリング周波数は 1000Hz で，1-30Hz
のバンドパスフィルタを施した。刺激呈示前 100ms
から刺激呈示後 600ms を分析区間とし，まばたき
や体動などのアーチファクトが混入した試行を脳波
解析ソフト（Triger Select Average Tool，NoruPuro Light 
Systems いずれかの部位で ERP の P-P 値が 80μνを超えた試行
を分析から除外）及び手動にて除外した後，標的刺激別
（正立顔，正立時計，倒立顔，倒立時計）試行タイプ別（go
試行， nogo 試行）に加算平均をおこなった。最大加算回
数は各条件とも 32 回であった。
倫理的配慮　本研究は明星大学倫理委員会による審

査・承認を受けたうえで実施した。各実験参加者の研
究参加に際しては，事前に研究目的や方法，個人情報
の管理の仕方などについて個別に説明をおこなった後，
書面にて同意を得た。

結　果

①行動データ
正立及び倒立の各標的刺激（顔及び時計刺激）に対す

る右利き群と左利き群の平均正答率と正反応時の平均
反応時間を Figure 1 に示した。両群ともに，98％以
上の高い平均正答率と 350ms 以下の短い平均反応時
間で課題を遂行し，これらの行動データに関して目
立った条件差は認められなかった。各実験参加者の正
答率と平均反応時間について，利き手（右利き・左利き），
刺激の向き（正立・倒立），刺激の種類（顔・時計）を要
因とする３要因分散分析をそれぞれおこなったところ，
正答率と平均反応時間のいずれに関しても有意な主効
果及び交互作用はなかった。

②ERPデータ
各標的刺激に対する右利き群と左利き群の各部位の

正立条件と倒立条件の総加算平均 ERP 波形を Figure 
2a 及び Figure 2b に示した。4 つの標的刺激のすべ
てに対し，刺激呈示後 170ms 付近にて T5，T6，O1，
O2 では陰性方向，F7，F8，Fz，Cz，Pz では陽性方
向の振幅増大が観察され，前者が N170, 後者が前頭
部から頭頂部にかけて N170 とは逆の極性で同一潜時
に出現する P170 と考えられた。先行研究（Bentin, et 
al. 1996, Eimer, 2000 など）と同様に，本研究においても，
N170 は側頭後頭領域に位置する T5 及び T6 でもっと
も明瞭に観察され，顔のときに時計より振幅が増大す
る傾向がみられた。以降は，各標的刺激に対する T5
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Figure 1 .　右利き群と左利き群の各標的刺激に対する平均正答率と平均反応時間．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 

  
  

  
 
 
 

 

Figure 2a .　右利き群と左利き群の各標的刺激に対する総加算平均 ERP 波形（正立条件）．
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及び T6 の N170 を分析対象とし，結果を記述する。
N170 最大振幅　各標的刺激に対する右利き群と左

利き群の N170 最大振幅の平均値を Figure 3 に示し
た。図から明らかなように，N170 最大振幅は顔のと
きに時計のときと比べて大きく，T6 で増大した。ま
た，時計が標的刺激の場合に群間差が目立ち，時計に
対する左利き群の N170 最大振幅が右利き群と比べて
大きくなる傾向が認められた。N170 最大振幅につい
て，利き手（右利き・左利き），刺激の向き（正立・倒立），
部位（T5，T6），刺激の種類（顔・時計）を要因とする
４要因分散分析をおこなったところ，利き手の主効果，
部位の主効果，刺激の種類の主効果がそれぞれ有意で
あった（利き手の主効果：F（1.33） = 4.23, p < .05, 部位の主効
果：F（1.33） = 14.06, p < .001, 刺激の種類の主効果：F（1.33） = 
34.30, p < .001）。続いて，利き手と刺激の種類の交互作
用が有意で（F（1.33） = 4.24, p < .05），単純主効果検定の
結果，時計のときに左利き群の N170 最大振幅が右利
き群より有意に大きいこと，右利き群と左利き群の両

方で顔に対する N170 振幅が時計の場合より有意に大
きいことがわかった（すべて p < .05）。さらに，向きと
部位と刺激の種類の２次の交互作用が有意で（F（1.33） 
= 5.67, p < .05），単純・単純主効果検定を実施したところ，
正立顔，正立時計，倒立顔の各標的刺激に対し，T6
の N170 最大振幅が T5 より有意に大きいこと，T5 及
び T6 の各領域で，刺激の向きにかかわらず顔に対す
る N170 最大振幅が時計より有意に大きいことが確認
された（すべて p < .05）。なお，N170 最大振幅に関して
刺激の向きの主効果は有意でなかった（p = .75）。
N170 頂点潜時　右利き群と左利き群の各標的刺激

に対する N170 頂点潜時の平均値を Figure ４に示し
た。この図から，両群ともに，顔に対する N170 頂点
潜時が時計よりも長く，正立条件と比べて倒立条件で
遅延する傾向が認められる。N170 頂点潜時に関して，
利き手（右利き・左利き），刺激の向き（正立・倒立），部
位（T5，T6），刺激の種類（顔・時計）を要因とする４
要因分散分析をおこなった結果，刺激の向きの主効

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 

  
  

  
 
 
 

Figure 2b .　右利き群と左利き群の各標的刺激に対する総加算平均 ERP 波形（倒立条件）．
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果が有意で（F（1.33） = 5.01, p < .05），倒立条件の N170
頂点潜時が正立条件と比べて有意に長くなった。ま
た，刺激の種類の主効果，刺激の向きと刺激の種類の
交互作用もそれぞれ有意であった（刺激の種類の主効果：
F（1.33） = 24.29, p < .001, 刺激の向きと刺激の種類の交互作用：
F（1.33） = 13.69, p < .001）。後者の交互作用について，単
純主効果検定をおこなったところ，顔に対する N170
頂点潜時が倒立条件のときに正立条件と比べて有意に

長くなること，正立及び倒立条件の両方で顔に対する
N170 頂点潜時が時計よりも有意に長くなることがわ
かった（すべて p < .05）。N170 頂点潜時に関して利き手
の主効果は有意でなかった（p = .41）。
N170 顔特異性効果　右利き群と左利き群の N170

顔特異性効果について検討するために，顔に対する
N170 最大振幅から時計に対する N170 最大振幅を減
算し，この結果を条件別に図示した （Figure 5）。N170

  

 
 

Figure 3 .　右利き群と左利き群の各標的刺激に対する側頭後頭領域（T5，T6）の N170 最大振幅．

  

 

Figure 4 .　右利き群と左利き群の各標的刺激に対する側頭後頭領域（T5，T6）の N170 頂点潜時．
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顔特異性効果は左利き群よりも右利き群において全般
に大きく，倒立条件の T6 でこの傾向が顕著となった。
N170 顔特異性効果について，利き手（右利き・左利き），
刺激の向き（正立・倒立），部位（T5，T6）を要因とする
３要因分散分析をおこなったところ，利き手の主効果
が有意で（F（1.33） = 4.24, p < .05），右利き群の N170 顔
特異性効果が左利き群より有意に増大した。また，部
位の主効果も有意で（F（1.33） = 12.28, p < .005），T6 の
N170 顔特異性効果が T5 と比べて有意に大きくなっ
た。さらに，刺激の向きと部位の交互作用が有意で（F

（1.33） = 5.67, p < .05），単純主効果検定の結果，T6 に
おいて倒立条件の N170 顔特異性効果が正立条件より
有意に大きいこと，倒立条件のときに T6 の N170 顔
特異性効果が T5 より有意に大きいことが確認された
（すべて p < .05）。
N170 顔倒立効果　右利き群と左利き群の N170 顔

倒立効果の違いについて検討するために，N170 最大
振幅と N170 頂点潜時の各指標について，倒立顔条
件の値から正立顔条件の値を減算し，この結果を条
件別に図示した（Figure 6）。N170 最大振幅では T ６

 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 5 .　右利き群と左利き群の側頭後頭領域（T5，T6）における N170 顔特異性効果．N170 顔特異性効果は，顔に
対する N170 最大振幅から時計に対する N170 最大振幅を減算することによって算出した．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 6 .　右利き群と左利き群の N170 振幅と潜時における顔倒立効果．N170 顔倒立効果は，各指標において，倒立顔
条件の値から正立条件の値を減算することによって算出した．
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において右利き群の顔倒立効果が左利き群より大き
く，N170 頂点潜時では T5，T6 ともに右利き群の顔
倒立効果が左利き群より大きい傾向が図から読み取れ
る。しかし，これらのデータに関して，利き手（右利き・
左利き）と部位（T5・T6）を要因とする２要因分散分析
をおこなったところ，N170 最大振幅と N170 頂点潜
時のいずれにおいても，顔倒立効果について有意な主
効果及び交互作用はなかった。
N170 側性化指数　右利き群と左利き群の顔に対す

る N170 の左右大脳半球への側性化について検討する
ために，Sadeh, Zhdanov, Podlipsky, Hendler, & Yovel 
（2008）に倣い，下記の計算式により各条件の N170 側
性化指数（laterality index, LI）を算出した（Figure 7）。

N170側性化指数（LI）=
right N170－left N170――――――――――
right N170+left N170

上記の計算式のうち，right N170 は T5 における
N170 最大振幅，left N170 は T6 における N170 最大
振幅をあらわす。Figure 7 に示したように，右利き
群の平均 LI が左利き群より高い傾向が認められ，特
に倒立顔のときにこの傾向が目立った。しかし，これ
らのデータについて，利き手（右利き・左利き）と刺激
の向き（正立・倒立）を要因とする２要因分散分析をお
こなったところ，有意な主効果及び交互作用は認めら
れなかった。そこで，正立顔条件と倒立顔条件のそれ
ぞれに関して，各群の平均 LI の違いの有無を対応の

ない t 検定（片側検定）により検討した結果，倒立顔条
件のときに右利き群の平均 LI が左利き群より有意に
高い傾向が得られた（t（33） = 1.61, p = .058）。また，右
利き群と左利き群の各グループ内で，正立条件と倒立
条件の平均 LI の違いの有無を対応のある t 検定（片側
検定）により検討したところ，左利き群では各条件の
平均 LI に有意差が得られなかったのに対し，右利き
群では倒立条件の平均 LI が正立条件より有意に高く
なった（t（18） = 1.78, p < .05）。
相関分析の結果　N170 における最大振幅，頂点潜

時，顔特異性効果，顔倒立効果，LI の各指標と実験
参加者の利き手指数との間の相関関係を調べるため，
おのおのについて単相関分析をおこなった。その結果，
倒立顔に対する T6 の N170 顔特異性効果と利き手指
数との間に有意な正の相関が得られた。あわせて，正
立顔に対する T6 の N170 顔特異性効果と利き手指数，
T5 の N170 潜時における顔倒立効果と利き手指数と
の間に有意な正の相関が得られる傾向がそれぞれ認め
られた（Table 1）。

考　察

はじめに，行動データの結果について，各標的刺激
に対する右利き群と左利き群の正答率と反応時間の両
方において有意な群間差が認められなかった。そのた
め，本研究で実施した標的検出課題の遂行に利き手に
よる影響はなかったといえる。また，本研究では，２

 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 7 .　右利き群と左利き群の側頭後頭領域（T5，T6）における N170 側性化指数（laterality index, LI）．LI は次の
計算式より算出した：（rightN170 - leftN170） / （rightN170 + leftN170）．rightN170 は T5 における N170 最大振
幅，leftN170 は T6 における N170 最大振幅をそれぞれ示す．

Figure 5．
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つの利き手群ともに，正答率と反応時間のいずれにつ
いても，倒立顔に対する認知成績が正立顔より低下す
る倒立効果（Yin, 1969）を示さなかった。先にも述べた
ように，本研究で実施した標的検出課題では，すべて
の条件で左右の利き手群の平均正答率が 98％以上，平
均反応時間が 350ms 以下と各実験参加者の認知成績
が高くなった。これにより天井効果が生じ，行動デー
タ上で倒立効果が観察されにくくなったと考えられる。

次に，ERP データの結果について検討する。まず，
N170 振幅に対する利き手の効果に関して，顔を呈示
したときには左右の利き手群の N170 振幅に有意差が
認められなかったが，時計を呈示したときに左利き
群の N170 振幅が右利き群より有意に増大した。その
結果，左利き群では N170 顔特異性効果の減衰が生
じ，同群の N170 顔特異性効果の大きさが右利き群
と比べて有意に小さくなった。左利き者にみられた
N170 顔特異性効果のこのような減衰は，左利き者で

は，N170 とかかわり深いとされる側頭後頭領域にお
ける視知覚過程，すなわち，Bruce & Young （1986）

の顔認知モデルに示されるような，視覚対象の全体的
形態を処理する構造的符号化過程において，顔以外の
一般対象に対する関与が右利き者より大きくなってい
て，これにより当該過程の顔に対する選択性が相対的
に低下していることを示唆していると思われる。さら
に，相関分析の結果，正立及び倒立顔に対する右側頭
後頭領域の N170 顔特異性効果が利き手指数と正の相
関関係にあったことから，側頭後頭領域のうち，特に
右半球の同領域でおこなわれる初期の知覚過程での顔
への選択性の強さが，各実験参加者の右利き傾向の強
さと関係している可能性がある。

一方，N170 振幅の大脳半球非対称性について着
目すると，左利き者における N170 の右半球優位性
の欠如を報告した Dundas et al. （2015）や Fukuda & 
Watanabe （2001）とは違って，本研究では，左利き群

Table 1．N170 の各指標と利き手指数との間の相関係数

　 利き手指数
N170最大振幅 　

　　正立条件（T5） -.17
　　正立条件（T6）  .00
　　倒立条件（T5） -.19
　　倒立条件（T6）  .12

N170頂点潜時
　　正立条件（T5） -.23
　　正立条件（T6） -.23
　　倒立条件（T5） -.02
　　倒立条件（T6） -.02

N170顔特異性効果
　　正立条件（T5）  .23
　　正立条件（T6）  .27†
　　倒立条件（T5）  .12
　　倒立条件（T6）  .35*

N170顔倒立効果
　　最大振幅（T5） -.06
　　最大振幅（T6）  .18
　　頂点潜時（T5）  .28†
　　頂点潜時（T6）  .17

N170側性化（LI）
　　正立条件  .07
　　倒立条件  .25

LI = laterality index．* p < .05，† p <. 10．
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においても右利き群と同様に N170 振幅が右側頭後頭
領域で全般に増大し，N170 の右半球優位性が観察さ
れた。ただ，顔に対する N170 振幅の右半球への側性
化の程度を LI を用いて検討したところ，正立顔では
LI に有意な群間差がみられなかったのに対し，倒立
顔では，傾向差であるものの，左利き群の LI が右利
き群より低くなる傾向が認められた。すなわち，正立
顔に対しては，左利き者においても右利き者と同程度
に N170 が右半球に側性化されているのとは対照的に，
倒立顔に対しては，左利き者の N170 の右半球優位性
が右利き者と比べて相対的に減少する傾向が示された。
したがって，本研究では，倒立顔に対してのみ利き手
が N170 の右半球優位性に影響を及ぼしたことになり，
N170 の側性化に関しては呈示された顔の向きによっ
て利き手による影響の仕方が異なるという結果が得ら
れたと言える。

N170 における顔倒立効果については，Bentin et al. 
（1996）や Eimer （2000）と同様に，N170 潜時に関して，
倒立顔のときに正立顔より有意に潜時が遅延する現象
が観察された。他方，N170 振幅については，正立顔
と倒立顔との間で有意な条件差がみられず，当該指標
では顔倒立効果が確認されなかった。Rossion, Joyce, 
Cottrell, & Tarr （2003）によれば，N170 振幅における
顔倒立効果に関しては，潜時の場合と比べて研究間で
ばらつきがあり，顔の倒立呈示に伴う N170 振幅の増
大を報告する研究もあれば（Eimer, 200, De Haan, et al. 2002, 
Sagiv & Bentin, 2001），そのような傾向を認めない研究も
ある（Bentin et al. 1996, Rossion et al. 2003）。N170 振幅にお
いて顔倒立効果を認めなかった本研究の結果は後者の
結果を支持している。

N170 振幅と潜時のそれぞれに現れる顔倒立効果に
関する上記の傾向は，左右の利き手群ともに同様で
あった。しかし，N170 の半球優位性に関する分析では，
先にも示したように，呈示された顔の向きの違いが
各利き手群の N170 の側性化に異なる影響を及ぼした。
具体的には，左利き群では正立顔と倒立顔とで N170
の右半球優位性の強さに差がみられなかったのに対し，
右利き群では倒立顔のときに正立顔よりも N170 の右
半球優位性が有意に増大した。すなわち，本研究では，
右利き群においてのみ呈示された顔の向きが N170 の
側性化に影響し，これによって，倒立顔に対する左利
き群の N170 半球優位性が右利き群よりも相対的に低
下するという先述の傾向がもたらされたと考えられる。
正立顔と比べて認知的負荷が高まる倒立顔に対し，右
利き者では N170 によって反映される右側頭後頭領域

の知覚過程の関与が増大するが，左利き者では倒立顔
の認知に際してこのような神経過程の変化は生じない
ようである。倒立顔の認知に対する右利き群と左利き
群の N170 の側性化の違いは，倒立顔の認知を支える
初期の知覚過程や２つの大脳半球機能のかかわりが利
き手によって異なっている可能性を示している。

近年，統合失調症者や自閉症スペクトラム児・
者，外傷性脳損傷者など，対人コミュニケーション
の難しさをもつ対象者の社会的認知について検討す
るために，N170 を利用して各対象者の顔の認知過程
の機能状態を評価しようとする試みが徐々に増えつ
つある（Herrmann, Ellgring, & Fallgatter, 2004, Kang et al., 
2018, Shibasaki, Yamamoto, Anzaki, Takashita, & Fujii, 2015, 柴
崎・山本・安崎・藤井 , 2018, Wynn, Lee, Horan, & Green, 2008, 
Wynn, Jahshan, Altshuler, Glahn, & Green, 2013 など）。左利
き者の割合は人口の約 10％であるので，このような
対象者のなかには当然左利き者も相当数含まれること
になる。顔の認知と関連した左利き者の N170 の特性
を明らかにすることは，顔の認知を支える神経過程や
大脳半球の機能側性化についての理解を深めるだけで
なく，社会的障害の支援の現場において，当該障害の
発現機序を対象者の特性に合わせて的確に評価し，理
解するうえでも役立つものと思われる。
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Effect of Handedness on Early Perceptual Processing of Faces: An 
Event-Related Potential Study
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Face recognition is lateralized to the right hemisphere in right-handers; however, several studies have 
revealed that such right-hemisphere dominance in face recognition does not occur in left-handers. This 
study investigated the effect of handedness on hemispheric specialization in early perceptual processing of 
faces by using event-related potentials (ERP). 19 right-handed and 16 left-handed healthy adults performed 
target detection tasks with upright and inverted faces or clocks as target stimuli. During the tasks, 
electroencephalographic data were recorded from nine scalp electrodes for ERP extraction. We examined 
the face-specific N170 ERP component in the posterior temporal area to evaluate brain activity related to 
early perceptual processing of faces in right- and left-handers. Although there was no significant difference in 
N170 amplitudes elicited by face stimuli between both participant groups, those elicited by non-face stimuli 
were significantly larger in the left-handed group than in the right-handed group. Consequently, the face-
specific N170 effect was significantly reduced in the left-handed group in comparison to the right-handed 
group. Furthermore, the left-handed group demonstrated a reduction of right-hemisphere dominance in N170 
amplitudes for inverted face stimuli. These results suggest that handedness may affect face selectivity and 
hemispheric lateralization in early holistic processing such as structural encoding of faces in the posterior 
temporal areas reflected by N170.
Key Words :  face recognition, handedness, hemispheric lateralization, event-related potential (ERP)，

N170


